
兩
晋

三
秦

の

ア
ビ

ダ

ル

マ
歡

學

(上
)

i

前
秦
の
ア
ゼ
ダ
ル
マ
歡
學
-

春

日

井

眞

也

は
し
が
き

一
、
尉
賓
毘
曇

の
受
容

二
、
譯
場

の
祗
會
的
欺
況

三
、
佛
歡
思
想

の
定
着

前
秦
に
於
け
る
外
來
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
學
人

一
、
曇
摩
持

二
、
曇
摩
蜉

itl'
鳩
摩
羅
佛
提

四
、
曇
摩
難
提

五
、
僣
伽
跋
澄

六
、
佛
圖
羅
刹

七
、
僭
伽
提
婆

あ
と
が
き

}0

111秦

S
ア

ビ
ダ

ル
マ
教
学

五
七



五
八

は

し

が

き

、
西
東
兩
晋
及
び
前
後
西
の
三
秦

の
時
代
と
地
域
を
通
じ
、
毘
曇

の
研
學
は
三
秦
に
盛
行
を
見
て
ゐ
る
。

西
晋
時
代
に
於
て
譯
經
に
活
躍
す
る
著
名
な
る
沙
門
十
五
人
の
う
ち
毘
曇
に
關
係
あ
る
も

の
は

一
人
も
無
い
。
東
晋
に
於
て
は
十
七
人
の

0

う
ち
法
顯
の
雜
阿
毘
曇
心
の

一
例
に
過
ぎ
な
い
。

前
秦
時
代
四
十
四
年

の
間

に
於
て
七
人

の
譯
經
沙
門
の
う
ち
、
毘
曇
に
關
係
あ
る
も
の
と
し
て
鳩
摩
羅
佛
提
、

僣
伽
跋
澄
、
曇
摩
婢
、
僭

伽
提
婆
、
佛
圖
羅
刹
、
曇
摩
難
提
の
六
人
を
數

へ
る
事
が
出
來
る
。
こ
れ
を
承
け
た
後
秦
に
於
て
は
、新
來
の
譯
經
沙
門
五
人
の
う
ち
か
ら
、

更

に
鳩
摩
羅
什
、
曇
摩
耶
舎

の
二
人
を
加

へ
る
事
が
出
來
る
。
こ
れ
に
繼
い
だ
西
秦
に
於
て
は
新
ら
し
い
加
入
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
は
後
漢
、
魏
呉

の
時
代
に
於
け
る
佛
教
の
性
格

が
南
北
に
於
て
異

つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
受
容
と
い
ふ
佛
歡
的
な
歡
學

を
通
じ
て
、
共
通
に
特
殊
な
精
彩
を
輝
か
す
蓮
峰
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

註

①

開
元
録
卷
三
に
は

(大
五
五
・
頁
五
〇
七
中
)
符
秦
僭
伽
提
婆
の
所
出
と
同
本
と
な
し
法
顯
譯
を
第
二
譯
と
な
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
鳩
摩
羅
跋
提
の
阿
毘
曇
心
が
第

一
譯
で
あ
り
、
僣
伽
提
婆
の
阿
毘
曇
心
+
六
卷
が
第
二
譯
で
あ
り
、
法
顯
譯
+
iil卷
は
こ
の
故
に
第
三

譯
と
考

へ
る
べ
き
で
あ
る
。

轍

西
晋
の
末
に
北
地
に
は
八
王
の
亂
が
あ
り
、
五
胡
の
侵
入
が
あ
つ
て
、十
六
國

の
興
亡
が
あ

つ
た
。
か
か
る
政
治
的
な
背
景
の
上
に
生
活
し

た
漢
族
及
び
漢
族
以
外

の
兩
瓧
會
に
受
容
せ
ら
れ
た
佛
教
文
化
の
存
在
規
定
が
、
共
通
し
て
毘
曇

へ
の
關
心
と
い
ふ
こ
と
で
あ

つ
た
と
す
る

と
、
此
の
時
代
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
佛
教
思
想

の
シ
ナ
思
想
征
服
の
場
面
が
考

へ
ら
れ
る
事
に
な
る
。



西
晋
以
來
や
う
や
く

一
般
瓧
魯

に
受
容
せ
ら
れ
る
に
至

つ
た
佛
教
は
、

シ
ナ
佛
教
初
期
の
指
導
者
で
あ

つ
た
安
世
高
が
毘
曇
と
禪
觀
に
長

0

じ

て
ゐ
た
影
響

の
下
に
、

一
般
に
は

「
禪
數

の
學
」
と
稱
す
る
事
が
出
來
る
。
佛
教
で
云
ふ
數
と
は
毘
曇
學
で
あ

つ
て
佛
教
基
礎
學
で
あ
つ

た
。
而
も
前
秦
に
於
て
輸
入
せ
ら
れ

つ
つ
あ

つ
た
毘
曇
學
は
、
輸
入
者
で
あ

つ
た
髑
賓
沙
門

の
教
養
を
通
じ
て
、
遠
く
印
度
に
於
け
る
自
由

進
歩
的
な
ガ

ン
ダ
ー
ラ
學
派
に
蓮
る
も

の
で
あ

つ
た
。

②

そ
れ
迄
の
佛
教
は
老
莊
思
想
家
と

一
脈
相
逋
ず
る
意
昧
で
、
特
に
興
味
の
中
心
と
な

つ
た
般
若
皆
室
思
想

の
種

々
の
形
態
に
よ
る
研
究
が
、

佛
教

へ
の
關
心
を
指
導
し
て
ゐ
た
し
、ま
た
こ
の
後

に
は
佛
圖
澄

命

二
三
二
ー
三
四
八
)
の
如
く
神
異
勝
れ
而
も
戒
行
嚴
肅
な
る
指
導
者
を

中

心
と
し
て
佛
教
の
盛
衰
起
伏
が
あ

つ
て
新
分
野
を
開
拓
し
た
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
般
的
に
云
つ
て

シ
ナ
的
立
場
に
於
て
理
解
せ
ん

と
し
た
風
潮
に
む
か

へ
ら
れ
た
佛
教
で
あ

つ
た
と
云

へ
る
。
や
が
て
羅
什
が
長
安
に
至
る

(衄
四
〇

一
)
の
で
あ

る
。

こ
の
頃
に
法
華
經
、

華
嚴
經
、
涅
槃
經
な
ど
の
傳
譯
が
あ
つ
て
佛
歡

の
重
要
思
想
が
整
ふ
と
土
ハに
.
羅
什
を
中
心
と
す
る
研
究
講
學
が
從
來
の
シ
ナ
佛
教

の
面
目

を

一
新
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
茲

に
於
て
は
佛
教
の
教
理
そ
の
も

の
の
理
解
と
倶
に
、
や
が
て
思
想
的
に
も
屈
折
語
文
化
圏
乏
孤
立
語
丈

③

化
圏
の
文
化
交
流
の
方
途
に
關
す
る
根
本
問
題

へ
の
思
索
を
生
む
に
至
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
し
て
佛
歡
思
想

の
シ
ナ
思
想
的
理
解
の

段
階
を
脆
却
し
て
、.
佛
教
思
想
に
ょ
る
佛
教
性
の
主
張
を
形
成
す
る
初
期
思
想

の
萠
芽
を
な
す
も
の
が
、
ガ

ン
ダ

ー
ラ
學
派
の
阿
毘
逹
磨
受

用
で
あ

つ
た
事
は
興
味
あ
る
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
◎

註

①

出
三
藏
記
集
卷
一
〇
所
收
の
+
法
句
義
經
序

(道
安
撰
)

(大
正
五
五
・
七
〇
上
)
に
は
左
の
丈
が
あ
る
。

阿
含
は
數
の
藏
府
.
阿
毘
曇
は
數
の
苑
藪
、
舟
を
造
り
て
濟
る
亀
の
は
其
の
嶝
や
安
し
、
數
を
粹
に
し
て
立
っ
る
も
の
は
其
の
業
や
美
し
o

②

信
肇
i

不
翼
空
論

の
三
詭
、

(
本
無
義

・
心
無
義

・
即
色
義
)

曇

濟
i

七
宗
論

の
七
詭
、

な
ど
。

③

呉

の
継
祗
難

(
V
ig
h
n
a
)
は
イ

ン
ド
思
想
を

シ
ナ
思
想

の
中
に
移
植
す
る
場

合

「
義

に
依

り

て
、
飾
を
用

ひ
ず
」

(出

三
藏
認
集

卷
七
所
收

法
句
經
序
大

五
五

.
頁

五
〇

上
)
と

い
ふ
に
過
ぎ

な
か

っ
た
。
道
安

に
至

る
と
五
失
不

三
不
易

の
説

(
出
三
藏
記
集
卷
八
所
牧

、

摩
訶
鉢
羅
若

波
羅
蜜
經

抄
序
、
大
五
五
頁
五

二
、
中
、
下
)
を
立

て
て
、
梵
丈

の
配
列
と

シ
ナ
丈

の
配
列

の
順

序
を
比
較
す

る
と
倒

で
あ

る
こ
と
な
ど

の
項
目

両
晋
三
秦

の
ア
ビ
ダ

ル
マ
教

学

五
九



六
〇

を

探
擇
し

で
譯
經

に
於

て
移
植

さ
れ
る
イ

ン
ド
思
想

の
本
體
を
捕

へ
ん

と
し
潅
o

叉
彦

壕
に
よ
る
八
備

十
條

、
玄
奘

に
よ
る
五
種
不
翻
、
な
ら

び

に
賛
寧

(
宋
高
僣

傳
)
に
よ

る
整

理
な
ど
を
併

せ
で
、

ζ
の
問

題
は
別

稿

に
考

究
し
た
い

拙
稿
經
典
史
學
の
方
法
論
-

同
志
瓧
大
學
文
化
史
學
發
表
豫
定

二

西
晋
の
時
に
は
そ
の
都
で
あ
る
洛
陽
に
四
十
二
寺
で
あ

つ
た
佛
教
は
、
北
魏
の
末
ご
ろ
に
至
る
と
洛
陽
だ
け
で
千

三
百
六
十
七
寺
を
數

へ

た
。

こ
の
寺
院
に
居
佳
す
る
僣
侶
の
鐓
に
至
つ
て
は
實
に
二
百
萬
に
逹
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
江
北
の
佛
教
が
五
胡
の
何

れ
の
君
主
に
よ
つ
て
も
信
仰
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的

・
經
濟
的
に
保
護
せ
ら
れ
た
事
に
も
よ
る
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
は
五
胡
に
よ

る
佛

歡
利
用
を
手
段
と
す
る
文
化
政
策
と
も
見
る
こ
ど
が
出
來
る
。
か
か
る
事
情
の
間
に
佛
歡
は
瓧
會

の
動
亂
に
拘
ら
ず
比
較
的
安
定
し
て

講
學

に
専
念
し
得
た
樣
で
あ
る
が
、
し
か
し
戰
亂
は
民
心
の
安
定
を
妨
げ
、
惹
い
て
は
や
は
り
戰
亂
か
ら
佛
教
教
團

の
安
定
が
確
保
せ
ら
,れ

て
居
ら
な
い
樣
に
思
は
れ
る
。
直
接
に
か
か
る
生
活
環
境
を
簿

へ
る
資
料
は
多
く
な
い
が
、
出
三
藏
記
集
の
中
か
ら
も
二
三
の
例
を
指
摘
出

來
る
。

0

會

々
燕
秦
交
戰
し
關
中
大
い
に
亂
る
。
是
に
於
て
良
匠
背
世
す
。

(中
阿
銘
經
序
)

此

の
年

(
建
元
二
十
(畑
三
八
四
)年
)
中
阿
含
六
十
卷
、増

一
阿
含
四
十
六
卷
を
出
だ
せ
り
。
伐
鼓
撃
析

の
中
に
而
も
斯
の
百
五
卷
を
出
だ

②

す
。
窮
通
す
る
も
其
の
恬
を
改
め
ざ
る
は
詛
ん
ぞ
先
師

の
故
迹

に
非
ざ
ら
ん
や
。

(僣
伽
羅
刹
經
序
)

晋

の
隆
安
元
年

島

三
九
七
)
丁
酉
の
歳
…
…
…
申
阿
錣
を
出
せ
り
。
…
…
…
來

の
二
年

(曲
三
九
八
)
戊
戍

の
歳
…
…
…
草
木
始
め
て

訖
れ
り
。
…
…
…
時
に
國
の
大
難
に
遇
ひ
、
未
だ
帥
ち
正
書
せ
ず
。
乃
ち
五
年

(
曲
四
O

1
)
辛
丑
の
歳
に
至
り
て
方
に
正
寫
校
定
し
て

③

流
簿
す
る
こ
と
を
得
た
り
。

(
中
阿
銛
經
序
)



こ

の
う
ち
良
匠
背
世
と
い
ふ
こ
と
は
道
安
の
示
寂
を
意
味
す
る
と
せ
ら
れ
る
。
そ
の
死
は
胡
三
八
五
年
で
あ
る
。
建
元
二
十
年

(
齟
三
八

四
)
は
尉
賓
沙
門
僭
伽
跋
澄
が
僣
伽
羅
刹
經
を
齎
ら
し
て
長
安
に
到
着
し
た
年
で
あ

つ
た
。

こ
の
時
慕
容
沖
は
長
安
を
攻
め
た
の
で
あ
る
。

④

⑤

こ
れ
は
慕
容
の
難

(
僣
伽
羅
刹
經
序
Y
と
も
阿
城
の
役

(
繪

一
阿
含
序
〉
と
も
云
ふ
樣
で
あ
る
。
而
も
こ
の
中
に
於

て
譯
經
を
中
止
せ
な
か

つ
た
事

は
道
安
の
老
年
に
輝
い
た
熱
情
で
あ
る
と
見
る
事
が
出
來
る
。

こ

の
時
期
は
ま
こ
と
に
政
治
史
と
し
て
は
波
瀾
萬
丈
の
時
代
と
云

へ
る
。
肋
三
七
〇
年
既

に
關
中

・
河
南

・
河
北

・
山
東

の
地
を
併
せ
た

符
堅
は
、

一
方
に
於
て
巴

・
蜀
を
攻
略
す
る
と
共
に
、
前
凉
を
河
西
に
伐

つ
て
二
正
面
に
作
戰
を
行
つ
て
ゐ
た
。
曲
三
七
六
年
前
凉
を
亡
ぼ

し

一
應

の
成
果
を
収
め
た
後

鱒
三
八
二
年
に
な
る
と
九
月
に
は
、
符
堅
は
こ
の
年
國
師
鳩
摩
羅
跋
提
と
倶
に
長
安
に
來
て
ゐ
た
正
車
師
前
部

王
彌
第
と
将
軍
呂
光
に
命
じ
て
遠
く
兵
を
龜
茲
及
び
焉
蓍

の
西
域
諸
國
に
押
し
進
め
て
ゐ
た
。
そ
し
て
國
力
の
莫
大
な
負
擔
力
が
養

は
れ
て

ゐ
な

い
内
に
、
無
計
薔
に
志
の
趣
く
ま
ま
に
江
淮

の
地
に
兵
を
進

め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
事
は

鱒
三
七
九
年
神
異

一
世
に
高
名
で
あ

つ

た
佛
圖
澄
に
相
野
し
た
道
安
を
脅
鑿
齒
と
倶
に
襄
陽
よ
り
獲
て
、
長
安
に
拌
ひ
歸
り
得
た
之
こ
ろ
に
湧
い
た
必
勝

の
信
念
と
も
云
ふ
べ
き
も

の
を
持

つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
は
れ

る
。
し
か
し

佃
三
八
三
年
符
堅
は
自
ら
牽
い
た
兵
六
十
萬
、
騎
二
十
七
萬
の
主
力
を
以
て
晋

の
謝

玄
め

八
萬
と
濯
水
に
戰

ひ
潰
滅
的
打
撃
を
う
け
、
僅
に
身
を
以
て
菟
れ
る
事

に
な
る
の
で
あ
る
。、
恰
も

こ
の
年
に
は
長
安
に
於
て
は
遠
來
の

飼
賓
沙
門
僭
伽
提
婆
を
中
心
に
竺
佛
念

・
慧
力

・
僭
茂

・
法
和
な
ど

の
努
力
に
よ
つ
て
、
尉
賓
毘
曇

の
最
も
重
要
な
論
書
で
あ
る
八
腱
度
阿

毘
曇

が
譯
出
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。

註

①

出
三
藏
記
集
卷
九
所
收

中
阿
銘
經
序

(道
慈
撰
)
大
五
五
、
頁
六
三
下

②

出
三
藏
記
集
卷
+
所
收

僣
伽
羅
刹
經
序

大
五
五
、
頁
七
一
中

こ
れ
は
未
詳
作
者
な
る
も
、
丈
中
の
構
成
上
道
安
撰
と
推
定
出
來
る
。

③

33
111藏
記
集
卷
九
所
收

申
阿
銘
經
序

(遘
慈
撰
)
大
五
五
、
頁
六
四
上

両
晋
一二
秦
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学

六
一



六
二

④

大
五
五
、
頁
七

一
中

⑤

大
五
五
、
頁
六
四
中

三

符
堅
は
こ
の
後
幾
な
ら
ず
し
て
叛
に
倒
れ
、
後
嗣
も
戮
さ
れ
、

衄
三
九
四
年
に
前
秦
は
遽
に
亡
ぶ
の
で
あ
る
。
符
健
帝
を
稱
し
て
四
十
四

年
で
あ

る
。

こ
れ
に
代

つ
て
關
中
を
治
め
た
も

の
が
羌
族
の
出
身
で
あ
る
姚
萇
で
あ
る
。

一、方
江
北
に
戰
塵
風
を
捲
い
て
ゐ
る

佃
三
八
四
年

に
は
、
襄
陽

に
於
て
道
安
と
別
れ
て
六
年

の
流
亡
を
績
げ
た
慧
遠
は
、
遽
に
廬
山
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
學
慧
永
が
こ

の
山

の
西
林
寺
に
居
つ
た
縁
故
に
も
蓮
る
の
で
あ
る
が
、
慧
遠
は
山
中
に
東
林
寺
を
建
て
て
佳
ん
だ
と
云
は
れ
る
。
爾
來
三
十
餘
年
出
山
す

る
こ
と
無
し
と
も
云
は
れ
る
外
に
、
長
安
を
擯
出
せ
ら
れ
た
佛
駄
跋
陀
羅
と
そ
の
弟
子
慧
觀
な
ど

の
四
十
餘
人
を
招
い
て
、
逹
磨
多
羅
禪
經

を
譯
さ

し
め
た
と
云
は
れ
る
。
符
堅
の
保
護
下
に
佛
教
興
隆
の
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
秀
麗

の
山
陰

に
幽
居
し

つ
つ
沙
門
の
權
威
を

高
調
し
た
慧
遠
を
中
心
と
す
る
盧
山
の
歡
學
は
江
南

の
佛
歡
の
中
心
を
形
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
慧
遠
を
し
て
瓧
會
的
な
活
動
を
可
能

な
ら
し

め
た
思
想
的
な
背
景
は
、
慧
遠
の
感
化
力
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
江
南
經
濟
力
の
確
立
と
文
化
的
な
優
越
を
思
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

0

太
守
桓
伊
に
よ
る
東
林
寺
建
立
は
別
と
し
て
も
、
中
阿
含
經
記
に
引
く
隆
安
元
年

(
佃
三
九
七
)
に
於
け
る
晋
國

の
大
長
者
東
亭
侯
王
元

②

琳
の
記
事
の
外
に
、華
嚴
經
記
に
引
く
元
煕
二
年

(
曲
四
二
〇
)
に
於
け
る
呉
郡
内
史
孟
顛

・
右
衛
將
軍
楮
叔
度
な
ど
が
、
譯
經
事
業
に
献
金

す
る
事

は
、
經
濟
力
の
確
立
に
よ
つ
て
眼
覺
め
來
る
瓧
會
的
自
覺
を
意
味
す
る
も
の
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。
廬
山
に
於
け
る
蓮
華
漏
を
初
め

と
す
る
文
化
的
水
準
は
、
確
か
に
當
代
名
流
の
間
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
儒
道
二
教
乏
と
も
に
理
解
せ
ら
れ
る
江
南
佛
歡
の

性
格
の
上
に
於
て
、
確
か
に
指
導
的
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
事
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

符
秦

に
代
つ
て
關
中

の
支
配
者
と
な

つ
た
姚
秦
も
、
ま
た
佛
教
を
厚
く
敬

つ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
後
三
十
四
年
萇

の
孫
泓
は
長
安
に
於
て
劉



裕
に
降
り

釦
四

一
七
年
に
亡
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
姚
萇
の
子
姚
興
が
位
に
つ
く
や
直
ち
に
東
に
向
つ
て
河
南
を
収

め
、
次
い
で
西

の
方
西

秦
を
從

へ
後
凉
を
滅
ぼ
し

(
鱒
四
〇
三
年
)
、
南
凉

・
北
凉

・
西
凉

の
諸
國
の
朝
貢
を
得
て
江
北
を
統

一
し
た
如
く
見

ら
れ
た
。
こ
の
時
期

-

③

に
は
佛
教
行
事
が
盛
に
行
は
れ
た
如
く
で
あ
つ
て
高
僭
傳
僭
伽
提
婆
の
部
に
そ
の
事
が
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
や
は
り

一
時
的
盛
況
に
止
ま

つ
て
、
赫
蓮
勃

々
の
叛
を
機
と
し
て
急
速
に
衰

へ
る
の
で
あ
る
。

か
く

の
如
き
政
治
的
欺
況

の
不
安
な
時
期
に
於
て
、
江
北
の
譯
場
の
事
務
處
理
は
決
し
て
良
好
で
は
な
く
、
江
南
に
亂
を
避
け
た
學
匠
達

の
佛
教
活
動

の
す
べ
て
は
、
個
人
的
な
經
濟
的
支
持
に
よ
つ
て
僅
か
に
維
持
せ
ら
れ
て
來
た
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。

符
秦

の
末
期
動
亂
の
中
に
示
寂
し
た
道
安
は
、
長
安
に
七
年
を
過
し
講
經

・
註
釋

・
校
正

・
跋
序
の
ほ
か
譯
經
目
録

を
作
り
、
室
前

の
功

績
を
擧
げ
る
と
倶
に
道
俗
を
徳
化
し
た
。
道
安
に
は
禪
觀
と
淨
土
往
生
と
発
牽
上
昇
と
の
實
修
鼓
吹
が
あ
つ
た
う
ち
で
、
堯
牽
上
昇
は
彼

の

撰
と
見
ら
れ
る
婆
須
密
集
序
に
出
つ
る
尉
賓
國
帥
ち
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
於
け
る
彌
勒
崇
拜
の
系
統
の
も

の
で
あ
る
と
云
ふ

こ
と
が
出
來
る
。

長
安

に
於
け
る
佛
教
理
念
の
移
植
と
佛
教
教
學

の
研
究
は
、
か
か
る
亂
裡
に
着

々
と
.行
は
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
修
道
者
の
意
圖
は

や
は
り
現
世
の
煩
を
避
け
て
、
僭
伽
提
婆
の
如
く
廬
山
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
し
廬
山
に
於
け
る
翻
譯
事
業
が
、

④

慧
遠
の
下
に
於
け
る
佛
陀
跋
陀
羅
な
ど
を
始
め
と
し
て
見
る
べ
き
も

の
の
少
い
の
は
、
王
元
琳
の
如
き
壇
越

の
支
持
が
永
績
せ
な
か
つ
た
事

に
よ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
廬
山
は
建
康
と
並
ん
で
當
時
に
於
て
も
江
南
佛
歡

の
申
心
と
な

つ
て
ゐ
た
の
み

で
な
く
、
新
文
化
の

淵
叢

と
し
て
の
長
安
文
化
と
直
結
し
た
別
世
界
を
形
成
し
て
ゐ
た
感
が
あ
る
。

註

①

大
正
覧
五
、
頁
六
四
上

②

大
正
玉
五
、
頁
六
一
上

③

慧
皎

"
ー

高
曾
傳
卷

一

頃

之

し
て
眺
興
秦

に
王
と
し

て
、
法
事
甚
だ
盛
な
り
。
是
に
於

て
法
和
關

に
入

り
、
提
婆

江
を
渡

る
。

大

五
〇
、

頁

三
二
九
上
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六
四

④

晋
國
の
大
長
者
、
東
亭
侯
王
元
琳
、
檀
越
と
し
て
精
舎
を
造
立
し
、
釋
慧
持
等
義
學
沙
門
四
+
餘
人
を
延
請
す
、
中
阿
含
經
詑
、

(出
三
藏

艶
集
卷
九
所
牧

中
阿
銘
經
序

所
引
)
大
五
五
、
頁
六
四
上

前

秦

に
於

け

る
外

来

の

ア

ゼ
ダ

ル

マ
学

人

噛

O

曇
摩
持
は
法
慧
叉
は
法
海

と
譯
さ
れ
西
域
三
藏
律
師
曇
摩
持
と
稱
せ
ら
れ
る
。
西
域
の
人
で
律
藏
の
學
者
で
あ
つ
た
。
彼
も
叉
ア
ビ
ダ
ル

マ
を
誦
し
た
こ
と
が
簿

へ
ら
れ
る
。
出
三
藏
記
集
卷
十

一
に
引
く
比
丘
大
戒
序
は
道
安
の
作
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
次
の
文
が
あ
る
。

②
余

(道
安
)
、昔
、
鄰
に
在
り
て
少
し
く
其

の
事
を
習
ひ
し
も
、
未
だ
戒
を
檢
す
る
に
及
ば
ざ
る
に
、
遽
に
世
亂
に
遇
ひ
、
毎
に
以
て
快
怏

に

　

　

　

　

と
し
て
此
を
蠱
さ
ず
、
歳
、
鶉
火

(庚
午

船
三
七
〇
)
に
在
る
に
至

つ
て
、裹
陽
よ
り
關
右

(長
安
)
に
至
り
、外
國

の
道
入
曇
摩
侍
の
阿

　

　

　

　

　

毘
曇
を
諷
し
、
律

に
於
て
特
に
善
き
に
見
え
、
邃
に
凉
州
の
沙
門
竺
佛
念
を
し
て
其

の
梵
文
を
寫
し
、
道
賢
を
し
て
譯
を
爲
し
、
慧
常
を

し
て
筆
受
せ
し
め
、
夏
を
經
、
漸
く
冬
に
し
て
乃
ち
訖
れ
り
。

、

°

°

③

こ
こ
に
云
ふ
曇
摩
侍
は
曇
摩
持

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
文
は
比
丘
大
戒
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
合
し
て
比
丘
尼
大
戒

が
あ

つ
た
。
出
三
藏
記

集
に
は
比
丘
尼
戒
本
所
出
本
末
序
が
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
こ
の
比
丘
尼
大
戒
は
僭
純
な
る
も
の
が
拘
夷
國
よ
り
得
來

つ
て
、
佛
念

・
曇
摩

持

・
慧
常
を
し
て
傅

へ
し
む
る
に
頼
り
て
、
始
め
て
斯
の

一
部

の
法
を
具
ふ
る
を
得
た
り
と
傅

へ
ら
れ
る
。
比
丘
尼
大
戒
が
拘
夷
國
帥
ち
龜

茲
國

の
戒
本
で
あ

つ
た
が
、
比
丘
大
戒
が
こ
れ
と
同

一
系
統

の
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
そ
の
尸
叉
尉
頼
尼

(ﾇik
s
�
-k
ara
n
iy
a
=
　
學
怯
)

④

、

の
項
目
が

一
致
し
て
百
十
事
で
あ

つ
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
推
し
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
曇
摩
持
は
龜
茲
國

の
佛
歡
者
で
あ

つ
た
事
が
知
り
得
ら
れ
る
。
こ
こ
に
觸
れ
た
衆
學
法
に
百
十
事
あ
り
と
い
ふ
こ
と
は
現
荏
戒
本

の
い
つ
れ
に
も
合
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、



こ
れ

と
合
し
て
龜
茲
國
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
學
の
情
況
に
つ
い
て
は
別
に
考

へ
た
い
。

註

①

歴
代
三
寳
紀

卷
八
、
大
四
九
、
頁
七
五
中

②

出
三
藏
詑
集

卷
十
一
、
大
五
五
、
頁
八
〇
中

③

出
三
藏
記
集

卷
+
一
所
收
、
大
五
五
、
頁
七
九
下
ー
八
〇
上

④

外
國
に
云
ふ
「
戒
に
七
篇
有
り
」
と
。
而
竜
前
出
の
戒
は
皆
八
篇
な
り
。
今
の
戒
は
七
悔
過
の
後
を
尸
叉
臆
頼
尼
と
日
ひ
、
尸
叉
厨
頼
尼
に

は
百
七
の
事
を
明
か
す
有
り
。
斯
の
如
く
則
ち
七
篇
な
り
。
叉
、
尸
叉
蜀
損
尼
に
百

一
十
事
有
り
と
傳
ふ
。
余

(道
安
)、其
の
多
き
を
慊
ふ
に
、

〔蠱
摩
〕
持
口
く
。
「
我
れ
持
律

〔者
の
〕
許
に
て
十
事
を
ロ
授
す
る
も
、

一
も
説
し
て
長
き
こ
と
無
し
」
と
。
尋
い
で
信
純
、
丘
慈
國
に
在
り

て
佛
陀
舌
彌
の
許
に
て
比
丘
尼
大
戒
を
得
、
來
り
て
之
を
出
だ
せ
し
に
、
正
に

〔曇
摩
〕
持
の
も
の
と
同
じ
く
、
百
有

一
十
あ
り
。
爾
ら
ば
乃

ち
其
の
審
か
な
る
も
、
多
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
。
然
ら
ば
則
ち
比
丘
戒
は
二
百
五
+
に
止
ま
ら
ず
、
阿
夷
戒
は
五
百
に
止
霍
ら
ぎ
る
な
り
。

二

曇
摩
婢

(D
h
a
rm
a-p
ris
a
)
は
法
愛

と
譯
さ
れ
る
。
印
度
の
人
と
傳

へ
ら
れ
る
。
建
元
十
八
年

(佃
三
八
二
)、

車
師
前
部
王
彌
第

の
來

朝

に
際

し
て
献
ぜ
ら
れ
た
胡
本
大
品

一
部
四
百
二
牒
言
二
萬
首
盧

の
摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經
抄
の
譯
場
に
在

つ
た
人

と
さ
れ
る
。

こ
の
と
き

は
譯
者

の
佛
護
邸
ち
佛
圖
羅
刹

(B
u
d
d
h
a-r
ak
sa
}'
筆
受

の
慧
進
及
び
道
安

の
努
力
に
よ
つ
て
、
竺
法
護
及
び
無
叉
羅
に
よ
る
放
光

・
光

讃

の
兩

般
若

と
野
校
し
て
、
失
漏
が
補
は
れ
た
と
云
は
れ
る
。
曇
摩
脾
は
こ
の
記
事

か
ら
見
る
と
き
建
元
十
八
年
よ
り
少
し
前
か
ら
既
に
長

安
に
居
り
、
佛
護

・
道
安
と
交

つ
て
長
安
佛
教
界
に
於
て
相
當
奪
敬
さ
れ
て
ゐ
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
る
。

こ
れ
に
合
す
る
如
く

①

`

八
腱
度
阿
毘
曇
根
纏
度
後
別
記
に

　

　

コ

　

　

近
ご

ろ
醐
賓
沙
門
曇
摩
卑
あ
り
、
之
を
闇
ん
じ
て
來

つ
て
密
川
を
經
。
僭
伽
楴
婆
、
此
の
品
を
譯
出
し
て
八
韆
度

の
文
具
は
れ
り

　

　

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。

こ
こ
に
云
ふ
曇
摩
卑
は
曇
摩
婢
と
同

一
入
で
あ
る
と
し
て
良
い
樣
で
あ
る
し
、
、印
度

の
人
と
は
正
し
く
は
尉
賓
帥
ち

両
晋
三
秦
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学

六
五



六
六

當
時

の
健
駄
羅
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。
八
健
度
論
三
十
卷
は
建
元
十
九
年
に
僭
伽
提
婆

・
竺
佛
念

・
慧
力

・
僣
茂

・
法
和

・
道
安
等
に

ょ
り
成
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
建
元
十
八

・
十
九
年
頃
に
曇
摩
牌
は
長
安
に
於
て
活
躍
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
根
腱
度
後
別
記
は

②
泰
元

十
五
年

(鱒
三
九
〇
)
揚
州
の
瓦
官
寺
に
於
て
佛
圖
が
記
し
た
事
に
な

つ
て
ゐ
る
。

こ
の
佛
圖
と
は
詳
し
く
は
佛
圖
羅
刹
帥
ち
佛
護
で

あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
檜
伽
提
婆
が
根
腱
度
因
縁
品
を
譯
出
し
た
と
こ
ろ
は
揚
州
瓦
官
寺
で
あ
る
と
す
る
と
き
、
こ
れ
を
誦
出
し
た
曇
摩
婢

も
そ

の
頃
に
は
揚
州
に
在
つ
た
も
の
と
考

へ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
道
安

の
死

(佃
三
八
五
)
に
績
い
た
長
安

の
政
治
的
不
安
を
反
映
し
て
、

績

々
南

遷
し
た
龍
象
と
し
て
の
佛
護
な
ら
び
に
檜
伽
提
婆

の
影
に
、
こ
の
曇
摩
脾
を
數

へ
る
事
が
出
來
る
。
そ
し
て
飼
賓
毘
曇
の
學
人
で
あ

つ
た
檜

伽
提
婆
の
忘
れ
た
る
を
補

つ
た
曇
摩
蜘
の
佛
教
的
歡
養
は
、
前
秦
毘
曇

の
學
人
の

一
人
と
し
て
忘
れ
る
事

の
出
來
な
い
人
で
云
は
ね

ば
な
ら

な
い
。

註

①

阿
毘
曇
八
健
度
論

卷
二
+
四
後
記

大
二
六
、
頁
八
八
七
上

団
三
藏
記
集

卷
+
所
收

大
五
五
、
頁
七
三
中

　

　

　

　

②

八
嗹
度
論
卷
二
四
後
記
の
も
の
は
建
元
+
丑
年
に
作
る
は
誤
で
あ
る
。
叉
、
記
末
の
一
行
に
揚
州
正
官
佛
圖
詑
と
す
る
は
瓦
官
の
誤
で
あ
る
。

こ
の
何
れ
も
出
三
藏
説
集
所
收
の
方
が
正
確
で
あ
る
〇

三

鳩
摩
　
佛
提

(
K
u
m
�
ra
b
h
ad
ra
)
は
童
覺
と
譯
さ
れ
る
。
西
域
の
人
と
簿

へ
ら
れ
る
が
何
處
か
判
然
と
は
せ
な

い
。
彼
は
建
元
十
八
年

O

(曲

三
八
二
)
、鄭
寺
に
於
て
阿
含
暮
抄
を
譯
し
た
と
云
ふ
。
佛
提
自
ら
梵
本
を
執
り
、
佛
念

・
佛
護
が
譯
出
し
、
檜
導

・
僣
叡
及
び
曇
究
が

「
°

②

筆
受

し
た
事
に
な

つ
て
ゐ
る
。
佛
提

は
道
安
の
摩
訶
鉢
若
波
羅
蜜
經
抄
序
に
よ
れ
ば
、
車
師
前
部
帥
ち

T
u
rfa
n
の
國
師
で
あ

つ
て
王
な
る

彌
第

と
倶
に
來
朝
し
た
事
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
鳩
摩
羅
跋
提
と
同

一
人
で
あ
る
か
ら
吐
魯
番
附
近
に
於
て
極
め
て
霹
敬
さ
れ
て
ゐ
た
人
の
様
で

あ
る
。

し
か
し
そ
の
佛
教
的
教
養
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。



③

道
安

の
筆
に
な
る
鼻
奈
耶
序
に
よ
れ
ば
、
壬
午
の
と
し
鳩
摩
羅
佛
提
が
道
安
の
渇
仰
久
し
か
り
し
阿
毘
曇
抄

・
四
阿
含
抄
を
齎
ら
し
て
長

安
に
至

つ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
壬
午
は
曲
三
八
二
年
で
あ
る
。
鼻
奈
耶
序
に
よ
れ
ば
其
の
夏
に
阿
毘
曇
抄
四
卷

、其

の
冬
に
四
阿
含
抄

四
卷
を
譚
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鳩
摩
羅
佛
提
は
車
師
前
部
王
と
倶
に
來
朝
し
て
献
じ
た
胡
本

の
大
品

一
部
四
百
二
牒
言
二
萬
首
盧
な

④

る
摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經
抄

の
翻
譯
に
當

つ
て
は
譯
場
に
參
加
し
て
ゐ
な
い
。
そ
こ
で
は
天
竺
沙
們
曇
摩
蝉
胡
本
を
執

り
、
佛
護
譯
人
と
爲

り
、
慧
進
筆
受
と
な

つ
て
放
光

。
光
讃

の
前
譯
と
封
校
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
を
以
て
判
斷
す
れ
ば
、
鳩
摩
羅
佛
提
は
長
安
に
至
る

少
し
前

に
外
國
沙
門
因
提
麗

(I
n
d
ra
)
の
齎
ら
し
た
四
阿
鋸
暮
抄
に
つ
い
て
も
、
特
別
な
理
解
を
有
し
て
ゐ
た
樣
に
は
考

へ
ら
れ
な
い
。彼

の
佛
教
的
教
養
は
、
學
問
的
に
は
、
當
時
の
佛
歡
界
の

一
般
的
風
潮
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
の
阿
毘
曇
に
止
ま
つ
て
ゐ
た
と
考

へ
て
よ
い
。

⑤

⑥

彼
は
、
四
阿
錣
暮
抄
序
に
よ
れ
ば
、
壬
午

(瀚
三
八
二
年
)
夏
阿
毘
曇
を
出
し
た
。
こ
の
阿
毘
曇
と
は
鼻
奈
耶
序
に
よ
れ
ば
、
阿
毘
曇
抄

四
卷
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
阿
毘
曇
抄
四
卷
譯
出
の
經
緯
に
つ
い
て
は
資
料
が
無
い
。
彼

の
阿
毘
曇
抄

に
附
隨
し
て
作
者
未

0

詳
の
阿
毘
曇
心
序
に

釋

〔
道
安
〕
和
徇
、
昔
、
關
中
に
在
り
て
鳩
摩
羅
跋
提
を
し
て
此
の
經
を
出
だ
さ
し
む
。
其

の
人
、
晋
語
に
閑
は
ず
。
偈
本
は
譯
し
難
き

を
以

て
、
邃
に
隱
れ
て
傳
は
ら
ず
。
斷
章
に
至
り
て
直
に
修
妬
路
と
云
ふ
。

〔
僭
伽
〕
提
婆
を
見
る
に
及
ん
で
、
乃
ち
此
の
偈
有
る
を
知

り
、
、偈
を
以
て
前

の
所
出
を
檢
す
る
に
、
叉
、多
く
首
尾
隱
没
し
て
互
に
相
渉
入
し
、
譯
人
の
樽
ふ
る
能
は
ざ
る
所

の
も

の
彬
彬
然
た
り
。

此
を
以
て
勸
め
て
更
め
て
出
さ
し
む
。

と
出

て
ゐ
る
。
道
安
が
長
安
に
活
躍
し
た
の
は
建
元
十
五
年

(曲
三
七
九
)
ー
建
元
二
十

一
年

(ゆ
三
八
五
)
二
月

の
間
で
あ
る
か
ら
、前

記
阿
毘
曇
心
序
に
出
つ
る
僣
伽
提
婆

の
潯
陽
に
於
け
る
阿
毘
曇
心
の
譯
出
の
年
代
で
あ
る
泰
元
+
六
年

(畑
三
九

一
)
と
較

べ
る
と
、
+
年

近

い
年
數
が
あ
る
事
に
な
る
。
こ
の
時
代
に
於
て
動
亂

の
申
に
十
年
近
く
隔
る
こ
と
は
す
べ
て

の
混
亂
を
生
む
も
と
に
な
る
。
鳩
摩
羅
跋
提

に
阿
毘
曇
心
の
譯
出

が
無
か
つ
た
と
は
云

へ
ぬ
に
し
て
も
、
卷
數
も
傳

へ
ら
れ
ず
、
進
ん
で
考

へ
れ
ば
阿
毘
曇
抄
四
卷
と
同
本
異
名
を
考

へ

両
晋
三
秦
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
学

六
七



六
八

得
る
と

こ
ろ
の
こ
の
阿
毘
曇
心
に
つ
い
て
は
、
僣

伽
提
婆
譯
阿
毘
曇
心
に
附
せ
ら
れ
た
現
存
の
序
だ
け
を
以
て
し
て
は
、
解
決
に
導
く

こ
と

は
困

難
で
あ
る
。

註

①

開
元
録
卷
三

大
五
五
、
頁
五
一
〇
下

②

出
三
藏
誰
集
卷
八
所
收

大
五
五
、
頁
五
二
中

③

大
二
四
、
頁
八
五

一
上

④

閏
三
藏
詑
集
卷
八
所
收

摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經
抄
序

大
五
五
、
頁
五
二
中

⑤

出
三
藏
記
集
卷
九
所
牧

大
五
五
、
頁
六
四
下

⑥

大
二
四
、
頁
八
五
一
上

⑦

出
三
藏
詑
集
卷
+
所
收

大
五
五
、
頁
七
二
中

四

曇

摩
難
提

(D
h
a
rm
a-n
a
n
d
in
}
は
法
喜
と
譯
さ
れ
る
。
発
怯
　

T
u
k
h
�
ra
帥
ち
月
氏
國

の
人
で
三
藏
に
通
じ
、
特

に
中
阿
含
及
び
檜

一
阿
含
を
誦
し
た
學
者
で
あ

つ
た
。
彼
が
遠
く
流
砂
を
冒
し
て
東
遊
し
た
も
の
は

一
に
符
秦

の
佛
教
優
遇
の
名
聲
に
惹
か
れ
た
も
の
と
思
は

れ
る
。

こ
の
時
に
は
未
だ
四
阿
含
が
簿

へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
か
ら
し
て
、
中
阿
銘
經
五
十
九
卷

・
増

一
阿
錣
經
五
十
卷
を
誦
出
し

た
。
時

も
よ
し
建
元
二
十
年

(佃
三
八
四
)
道
安
と
趙
政
と
の
努
力
に
よ
つ
て
、
長
安
に
義
學

の
僭
を
集
め
て
二
阿
含
の
寫

出
の
後
、
佛
念
の
傳
語

・
慧

嵩
の
筆
受

に
よ

つ
て
譯
出
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
阿
含

の
教
學
に
接
し
た
道
安
は

①

も

四
行
中
、
阿
含

は
數
の
藏
府
な
り
、
阿
毘
曇
は
數

の
苑
藪
な
り

②

と
記
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
八
九
帥
ち
七
十
二
歳
に
至

つ
て
九
品
四
十
六
葉

の
四
阿
銛
暮
抄
を
得
た
道
安
の
こ
の
年

に
至

つ
て
こ
れ
を
得
た

こ
と
を
深
く
幸
と
す
る
と
共
に
恨
み
つ
つ
數
年
を
加

へ
て
韋
篇
三
絶
を
記
し
た
感
激
の
こ
も
つ
た
序
文
に
呼
應
す
る
も

の
で
あ
る
。
彼
が
七



③

十
二
歳

に
し
て
こ
の
二
阿
含
を
知
つ
た
喜
び
は
察
す
る
に
餘
り
が
あ
る
。
然
も
こ
の
四
阿
鑓
暮
抄
は
因
提
麗

(I
n
d
ra
)

と
い
ふ
外
國
沙
門

が
、
車
師
前
部
國
即
ち
現
今
の
新
彊
省
吐
魯
番
縣
附
近
に
至
り
、
其
の
王
彌
第

の
求
め
に
よ
つ
て
誦
出
し
た
胡
本
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
知

る
と
き
、
道
安
の
晩
年
に
於
て
シ
ナ
佛
教
界
に
於
け
る
佛
歡
學
的
な
教
養
が
や
う
や
く
こ
の
程
度
ま
で
擴
大
せ
ら
れ
來

つ
た
と
考

へ
る

こ
と
が
出
來
る
。

曇
摩
難
提
の
傳

へ
た
經
典
は
五
部
百
十
四
卷
に
逹
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
そ
の
う
ち
阿
育
王
息
壞

目
因
縁
經
の

一
部

一
卷

④

の
み
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
前
秦
及
び
後
秦
の
教
學
に
大
き
な
波
紋
を
與

へ
た
曇
摩
難
提
は
所
期
の
目
的
を
逹
し
た
と
刳
斷
し
た
の
で

あ
ろ
う

か
、
後

に
西
域
に
還
り
、
そ
の
最
後
は
刳
然
せ
な
い
。
彼
の
活
躍
は
建
初
六
年

(ゆ
三
九

一
)
ま
で
考

へ
ら

れ
る
か
ら
、
在
秦
八
年

間
は
政
治
的
な
動
亂
の
中
に
終
始
し
た
事

に
な
る
。
は
じ
め
は
符
堅
か
ら
、次

い
で
は
姚
萇
か
ら
受
け
た
で
あ
ろ
う
給

與
も
さ
る
事
な
が
ら
、

彼

の
關

中
に
於
け
る
生
活
の
困
窮
も
西
域
に
歸
る
決
意
を
そ
そ

つ
た
事
と
思
は
れ
る
。

註

①

+
法
句
義
經
序

出
三
藏
詛
集
卷
+
所
收

大
五
五
、
頁
七
〇
上

②

四
阿
銘
暮
抄
序
は
未
詳
作
者
で
あ
る
。

(出
三
藏
諮
集
卷
九
所
收
、
大
五
五
、
頁
六
四
下
)
。
し
か
し
こ
れ
は
丈
體
よ
り
判
斷
し
て
道
安
撰
と

認
定
出
來
る
ほ
か
に
、
本
丈
中
に
四
阿
銘
暮
抄
の
譯
さ
れ
た
年
で
あ
る
壬
午

(曲
三
八
二
)
を
七
十
二
歳
と
な
す
こ
と
は
、
道
安
撰
鞐
婆
沙

序

(出
三
藏
認
集
卷
十
浙
收
・、
大
五
五
、
頁
七
三
下
)
に
建
元
十
九
年

(曲
1tl八
il)
を
以
て
八
九
の
年
と
な
す
に
一
致
す
、る
を
以
て
、
遘

安
撰
と
認
定
出
來
る
。

③

四
阿
銘
暮
抄
序

(出
三
藏
記
集
卷
九
所
收
)
大
五
五
、
頁
六
四
下

④

常
に
謂
ふ
「
弘
法
の
體
は
宜
し
く
未
聞
に
宣
布
す
べ
し
」
と
。
散
に
流
沙
を
冐
し
、
寳
を
懐
き
て
東
入
す
。

出
三
藏
詑
集
卷
+
三
、
曇
摩
難
提
傳

大
五
五
、
頁
九
九
中

・
開
元
釋
教
錬
卷
三
、
大
五
五
、
頁
五
一
】
中

梁
高
僣
傳
卷

一
、
曇
摩
難
提
傳

大
五
十
、
頁
三
二
八
中

な
ど

両
晋
三
秦
の
ア
ビ
ダ
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マ
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七
〇

五

僭

伽
跋
澄

(ω
9
旨
αQ
冨
占
ゴ
碧
ご

は
衆
現
と
譯
さ
れ
る
。
○
賓

の
人
で
毘
曇

の
學
者
で
あ

つ
た
樣
で
あ
る
。
彼
は
建
元
の
末
ご
ろ
禪
數

の

學
が
盛
行
し
て
ゐ
た
關
中
に
來
た
の
で
あ
る
。
其
處
で
彼
は
符
堅
の
秘
書
郎
の
役
に
あ

つ
た
趙
政

(字
は
文
業
)
の
崇
敬
を
う
け
た
。

こ
の

0

ご
ろ

の
前
秦
の
治
下
に
於
て
は
、

【
大
乘
の
經
典
が
未
だ
廣
ま

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
禪
數

の
學

が
甚
だ
盛
ん
で
あ

つ
た
」
と
云
は
れ
る
。

こ

の
時

代
の
尉
賓
は
韃
駄
羅
鄒
ち
現
今

の

勺
①ω冨

耄
舘

を
中
心
と
せ
る
カ
ブ

ー
^
河

(K
a
b
u
l
R
°)
流
域
に
生
活
し
た
塞
民
族

の
國
を
稱
す
る

も

の
で
あ
る
か
ら
、
彼

の
傳

へ
た
毘
曇
は
、
そ
れ
故
に
ガ

ン
ダ

ー
ラ
系
の
阿
毘
逹
磨
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

コ
彼

は
建
元
十
九
年

(鱒
三
八
三
)
四
月
-
八
月
末
の
五
ク
月
を
要
し
て
轉
婆
沙
論
十
四
卷
を
譯
出
し
て
ゐ
る
。
そ

の
翌
年
に
霹
婆
須
蜜
菩

薩
所
集
論
十
卷
、
僣
伽
羅
刹
所
集
經
三
卷
を
譯
し
て
ゐ
る
。

こ
の
う
ち
鉾
婆
沙
論
は
曇
摩
難
提
が
跋
澄

の
諷
誦
を
う
け
て
梵
文
と
爲
し
、
佛

②

圖
羅
刹
が
譯
簿
し
、
敏
智
が
筆
受
し
た
と
見
え
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
他
の
二
に
つ
い
て
は
竺
佛
念
が
傳
譯
し
、
慧
嵩
が
筆
受
し
た
こ
と

が
智

れ
る
・
特
攣

婆
豢

菩
薩
所
集
論
に
於
て
は
・
そ
の
蓄

原
本
の
作
製
播

饑

澄

゜
叢

難
提

゜
僣
伽
鐸

の
三
人
が
蕎

し

て
當

つ
た
樣
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
曇
摩
難
提
は
発
怯
勒
國
人
で
あ
る
外
は
尉
賓
鄒
ち
ガ

ン
ダ
ー
ラ
系
の
教
養
を
受
け

た
人
で
あ
る
。

こ
の
頃

の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
は
彌
勒
信
仰
が
行
は
れ
て
ゐ
た
事
を
察
せ
し
め
る
。
そ
し
て
僭
伽
羅
刹
を
以
て
賢
劫
第
八
佛
と
爲

し
て
ゐ
る
事
は
、
ま
た

道
安

の
発
牽
往
生
信
仰
と
合
せ
て
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
於
け
る
佛
教
信
仰
の

一
分
を
傳

へ
る
も
の
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。

註

①

開
元
録
卷
三

大
五
五
、
頁
五
一
一
上

②

韓
婆
沙
序

道
安
撰

(出
三
藏
記
集
卷
十
所
收
)
大
五
五
、
頁
七
三
下

③

婆
須
蜜
集
序

未
詳
作
者
な
る
も
恐
ら
く
は
道
安
の
撰
と
認
め
ら
れ
る
も
の
(出
三
藏
記
集
卷
+
所
收
)
大
五
五
、
頁
七
一
下
-
七
二
上
に

次
の
如
く
出
す
。



園
賓
の
沙
門
僣
伽
跋
澄
、
秦
の
建
元
二
+
年

(皿
三
八
四
)
を
以
て
、
此
め
經

一
部
を
傳
へ
、
來
り
て
長
安
に
詣
る
。
武
威
の
太
守
趙
政
〔字

は
)
丈
業
は
、
學
ん
で
厭
か
ざ
る
の
士
な
り
。
求
め
て
之
を
出
だ
さ
し
め
、
佛
念
譯
傳
し
、
〔曾
伽
〕
跋
澄

・
〔曇
摩
)
難
陀

・
〔信
伽
〕
締
婆

の
三
人
、
胡
本
を
執
り
、
慧
嵩
筆
受
す
。

六

佛
圖
羅
刹

(
B
u
d
d
h
a
-ra
k
sa
)

は
佛
護
と
譯
さ
れ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
望
月
佛
教
辭
典

に
も
關
読
す
る
と
こ
ろ
は
無
い
。
建
元
十
八
年

(
曲
三
八
二
)
長
安
に
於
て
摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經
抄
と
道
安
に
よ
つ
て
名
け
ら
れ
た
經
典
が
譯
出
さ
れ
た
が
、
彼

は
こ
の
經
典
の
譯
場
に

於
て
鑿

と
な
つ
て
ゐ
る
。
.」

①の
糞

輦

噌

部
纛

篷

よ
つ
て
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
印
膿
の
一ブ
キ
ス
昏
の
形
式
に
な
ら
つ
て

首
題
を
有
し
て
ゐ
な
か

つ
た
爲
に
長
安
品
或
は
須
菩
提
品
と
名
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

こ
れ
に
封
し
て
道
安
は
は
じ
め
て
摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經

抄
と
名
け
た
と
云
は
れ
る
。
佛
圖
羅
刹
は
こ
の
譯
場
に
於
て
、
道
安
に
多
く
の
知
慧
を
授
け
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
點

が
、

こ
の
經
抄
序
に
見

う
け
ら
れ
る
。

④

ま
た
建
元
二
十
年

(曲
三
八
四
)
厨
賓
の
比
丘
な
る
僣
伽
跋
澄
が
長
安

の
石
羊
寺
に
於
て
ロ
誦
し
た
僭
伽
羅
刹
集
經
後
記
に

ロ

　

コ

　

毘
婆
沙

(帥
ち
佛
陀
耶
含
)
及
び
佛
圖
羅
刹
の
翻
譯
せ
る
も
秦
言
未
だ
精
し
か
ら
ず

と
あ
醜

ま
た
八
饕

阿
塁

穩

襞

別
記
に
よ
れ
ば
泰
元
+
五
年

(衂
三
九
〇
)
五
月
+
音

揚
州
瓦
官
寺
に
在
る
.」
と
が
智

れ
る
。

ま
た
僣
伽
跋
澄
傳
に
よ
れ
ば
、
彼
の
碑
婆
沙
論
譯
出
に
際
し
て

の

　

　

　

跋
澄
は
口
に
經
本
を
誦
る
、外
國

の
沙
門
曇
摩
難
提
筆
受
し
て
胡
文
と
爲
し
、佛
圖
羅
刹
宣
譯
し
、秦
の
沙
門
智
敏
筆
受
し
て
漢
文
と
な
し
、

僞

〔秦
〕
建
元
十
九
年

(皿
三
八
三
)
を
以
て
譯
出
す
。
孟
夏
よ
り
仲
秋
に
至
り
て
方
に

〔
そ
の
譯
を
〕
訖
れ
り

と
出

て
ゐ
る
。
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七
二

　

ま
た
四
阿
鋸
暮
抄
序
に
よ
れ
ば

余

(
道
安
)、

壬
午

(曲
三
八
二
)
の
歳
八
月
を
以
て
、東
し
て
先
師

(佛
圖
澄
)
の
寺
廟
を
省
し
、
鰲
寺
に
於
て
鳩
摩
羅
佛
提
を
し
て
胡

　

　

本

を
執
ら
し
め
、
佛
念

・
佛
護
、
譯
を
爲
し
、
僣
導

・
曇
究

・
僣
叡
筆
受
し
、
冬
十

一
月
に
至
り
て
乃
ち
訖
れ
り
。

と
出
る
佛
護
は
佛
圖
羅
刹
の
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
資
料
を
以
て
す
れ
ば
、
佛
圖
羅
刹
は
や
は
り
ガ

ン
ダ
ー
ラ
派
阿
毘
達
磨
に
通
じ
た
學
人
の

一
人
で
あ

つ
て
皿
三
八
〇
-
三
九
〇
年

頃
に
於
て
、

シ
ナ
佛
教
歡
學
に
阿
毘
達
磨
を
、
移
植
す
る
爲
に
献
身
し
た
人

の

一
人
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

謎

①

出
三
藏
認
集
卷
二

大
五
五
、
頁
一
〇
中
。
大
唐
内
典
録
卷
三
、
大
五
五
、
頁
二
五
〇
上

②

開
元
釋
教
録
卷
四

大
五
盂
、
頁
五
一
一
上

③

摩
訶
鉢
羅
若
波
羅
蜜
經
抄
序

(田
三
藏
記
集
卷
八
所
牧
)
大
翫
五
、
頁
五
二
下

④

出
1t1藏
舐
集
卷
+

大
五
五
、
頁
七
一
中

⑤

出
三
藏
韜
集
卷
+
四

佛
陀
耶
舎
傳

大
五
五
、
頁
一
〇
二
下

舍
は
入
と
爲
り
髭
赤
く
善
く
毘
婆
沙
を
解
す
。
散
に
時
人
號
し
て
赤
髭
毘
婆
沙
と
云
ヘ
リ
。
既
に
羅
什
の
師
た
れ
ば
亦
大
毘
婆
沙
と
も
稱
せ

り
O

⑥

、出
三
藏
記
集
卷
+
三

大
盂
五
、
頁
九
九
上
-
中

梁
高
僭
傳
卷

一

大
五
〇
、
頁
三
二
八
中

⑦

田
三
藏
記
集
卷
九
所
收

大
正
盂
五
、
頁
六
四
下

七

僭
伽
提
婆

(S
a
m
g
h
a-d
e
v
a
)
は
衆
天
と
譯
さ
れ
る
。
圜
賓
の
人
で
あ
る
。
建
元
十
九
年

(佃
三
八
三
)
長
安
に
來
遊
し
、
關
中
の
亂
裂



に
困
苦
を
な
め
つ
つ
晩
年

の
道
安
と
交
り
て
譯
經
に
從
事
、
法
和
と
倶

に
洛
陽
に
於
て
先
出
の
衆
經
を
改
定
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
後
姚
興

關
中

に
立
つ
に
及
び
法
和
は
入
關
し
た
の
で
あ
る
が
、彼
は
慧
遠
の
請
に
應
じ
て
南
遷
し
泰
元
十
六
年

(釦
三
九

一
)
廬
山
に
在
り
て
慧
遠
の

爲
に
般
若
臺
に
於
け
る
譯
經
に
從
事
し
て
ゐ
る
。
彼
は
や
は
り
關
中
を
去
つ
て
江
南
に
到
つ
た
佛
圖
羅
刹
な
ど
と
共

に
揚
州
瓦
官
寺
に
於
て

0

長
安

以
來
の
譯
業
を
繼
績
し
た
と
見
る
事
が
出
來
る
。
ま
た
彼
は
隆
安
末
年

(元
年
衂
三
九
七
)
冬

に
建
康
に
於
て
衛
軍
將
軍
東
亭
侯
王
殉

の
支
持
を
得
て
、
慧
持
等
の
四
十
沙
門
を
集

め
譯
經
に
努
力
し
た
。
彼

の
最
後
に
つ
い
て
は
傳
,へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

②

そ

の
譯
出
の
經
論
は
出
三
藏
記
集
卷
二
に
は

申
阿
鋸
經
六
十
卷
、

阿
毘
曇
八
健
度
二
十
卷
、

阿
毘
曇
心
十
六
卷
、

韓
婆
沙
阿
毘
曇
十
四
卷
、

阿
毘
曇

心
四
卷
、

三
法
度

二
卷
の
六
部
百
十
六
卷

③

大
唐
内
典
録
卷
三
に
出
す
前
後
二
秦
傳
譯
佛
經
録
に
は

阿
毘
曇
八
健
度
三
十
卷
、

阿
毘
曇
心
十
六
卷
、

毘
婆
沙
毘
曇
十
四
卷
の
三
部
六
十
卷

④

大
唐
内
典
録
卷
三
に
出
す
東
晋
朝
傳
譯
佛
經
録

に
は

中
阿
含
經
六
十
卷
、
増

一
阿
含
五
十
卷
、
阿
毘
曇
心
四
卷
、
三
法
度
論
二
卷
、
教
授
比
丘
尼
法
の
五
部
百
十
七
卷
、

合
計
八
部
百
七
十
七
卷
と
し
て
ゐ
る
。

0
開
元
釋
教
録
卷
三
に
は

阿
毘
曇
八
腱
度
論
三
十
卷
、
阿
毘
曇
心
十
六
卷

の
二
部
四
十
六
卷
を

⑥

叉
そ
れ
に
績

い
て
晋
録
に
出
つ
る
と
こ
ろ
を
引
い
て

中
阿
銛
經
五
十
九
卷
、
檜

一
阿
銘
經
五
十
卷
、
三
法
度
論
二
卷
、
僣
伽
羅
刹
集
二
卷
、阿
育
王
息
壞
目
因
縁
經

一
卷

の
五
部
百
十
四
卷
、

合
計
七
部
百
六
十
卷
と
し
て
ゐ
る
。
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七
四

O

ま
た
衆
經
目
録
卷
五
に
は
、
舊
録

に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
て
既
に
散
迭
し
て
現
存
せ
ぬ
う
ち
に

阿
毘
曇
心
論
十
六
卷
、
阿
毘
曇
心
論
五
卷
、
三
法
度
論
三
卷
を
數

へ
、
ま
た

⑧小
乘
論
單
本

の
う
ち
に

艦

阿
毘
曇
論
三
十
卷
、
毘
婆
沙
阿
毘
曇
十
四
卷
の
二
部
四
十
四
卷
を

⑨小
乘
經
單
本
の
う
ち
に

中
阿
含
經
六
十
卷
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
僣
伽
提
婆
の
業
績
に
つ
い
て
は
出
没
が
あ
る
譯
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼

の
譯
業
は
二
期
に
分
け
て
考

へ
る
事
が
出
來
る
。

帥

ち
第

一
期
は
長
安

・
洛
陽
に
於
け
る
八
糎
度
論
三
十
卷

・
轉
婆
沙
論
十
四
卷

・
阿
毘
曇
心
十
六
卷
な
ど
三
部
六
十
卷

の
阿
毘
達
磨
論
書
で

0
符
秦
世
録

に
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
第
二
期
は
建
康

・
廬
山
に
於
け
る
阿
毘
曇
心
論
四
卷

・
三
法
度
論
二
卷

・
檜

一
阿
含
經
五
十
卷

.
中

阿
含
經
六
十
卷

・
歡
授
比
丘
尼
法

一
卷
な
ど
五
部
百
十
七
卷
で
東
晋
録

に
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

.、
の
う
ち
三
薩

論
は
、
さ
き
に
鳩
摩
羅
縫

に
よ
つ
て
譯
出
さ
れ
茜

阿
暮

抄
經
と
里

で
あ
り
、
ま
茜

+
二
.叩
の
爨

沙
鐔

四

卷
、
四
十
四
品
の
八
腱
度
論
な
ど
と
合
し
て
ガ

ン
ダ
ー
ラ
派
阿
毘
逹
磨
の
學
人
活
動
の
あ
と
を
察
す
る
事
が
出
來
る
。
ま
こ
と
彼
は

=
二

藏
に
蕪
通
し
誦
持
す
る
所
多
く
、
尤
も
阿
毘
曇
心
を
善
く
し
て
其
の
繊
旨
に
洞
か
り
き
」
と
い
ふ
傳
評
の
辭
に
相
應
し
い
活
動
を
な
し
た
と

云

ふ
事
が
出
來
る
o

註

①

隆
安
末
年
春
建
康
に
遊
ぶ
。
晋
朝
の
王
公
と
風
流
の
名
士
、
席
を
造
ら
ざ
る
な
し
。
冬
に
至
り
衞
軍
將
軍
な
る
東
亭
侯
王
殉
の
爲
に
重
ね
て

中
増
阿
含
等
を
出
す
。
京
都
の
名
徳
釋
慧
持
等
四
+
沙
門
を
集
め
詳
に
翻
譯
を
共
に
す
。
來
の
夏
方
に
訖
る
。
大
唐
内
典
録
卷
三
、大
五
五
、

、
頁
二
四
六
下
、
歴
代
三
寳
紀
卷
七
、
大
四
九
、
頁
七
〇
下

②

出
三
藏
記
集

大
五
盂
、
頁

一
〇
下



③

大
五
五
、
頁
二
五
〇
中
、
下

④

大
五
五
、
頁
二
四
六
中
、
下

⑤

大
五
五
、
頁
五
一
一
上
、
中

⑥

大
五
五
、
頁
五
=

中

⑦

大
五
五
、
頁

一
七
七
下
-

一
七
八
上

⑧

衆
經
目
録
卷

一
、
大
五
五
、
頁

一
五
五
下

⑨

衆
經
目
録
卷

一
、
大
五
五
、
頁
一
五
四
上

⑩

歴
代
三
寳
紀
卷
八
、
大
四
九
、
頁
七
六
上

⑪

歴
代
三
寳
紀
卷
七
、
大
四
九
、
頁
七
〇
下

⑫

出
三
藏
記
集
卷
+
三
、
僣
伽
提
婆
傳
、
大
五
五
、
頁
九
九
下

梁
高
信
傳
卷

一
、
曾
伽
提
婆
傳
、
大
五
〇
、
頁
三
二
八
下

あ

と

が

き

¶

,

①

以
上
各
項
に
亘

つ
て
特
に
詳
論
せ
ん
と
し
た
も
の
は
、
歴
代
三
寶
紀
卷
八
に
引
用
す
る
符
姚
世
録
に
出
す
と
こ
ろ
の
符
秦

の
列
名
で
あ
る

曇
摩
持

・
釋
慧
常

・
曇
摩
蝉

・
鳩
摩
羅
佛
提

・
曇
摩
難
提

・
僭
伽
跋
澄

・
僣
伽
提
婆

・
釋
道
安

の
八
名

の
う
ち
漢
土
の
人
で
あ
る
慧
常

・
道
安
の
二
人
を
除

い
た
六
人
に
、
佛
圖
羅
刹
を
補

つ
た
七
名
に
つ
い
て
述
べ
た
譯
で
あ
る
。
も

と
よ
り
道
安
並
に
竺
佛
念
を
除
い
て
は
考

へ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
は
前
秦
に
於
け
る
外
來
阿
毘
逹
磨
學
人
の
業
績
を

一
暼
し

た

次
第
で
あ
る
。

註

①

大

四
九
・
頁
七
五
中

ー

芫

五
二

.
三

.
八
改
稿

.
加
筆
-

本
論
丈

は
丈

部
省
大

學
學
術
局

「
科
學

研
究
費

補
助
」
に
よ
る
研
究

(
西
藏
文
施

設
論

の
飜
譯
及
び
そ

の
研
究
)
の
研
究
成

果

の

一
部

で
あ
る
q
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晋
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